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貿易プラットフォーム利活用推進に向けた検討会

最近の取り組み
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新サービス：Shippio Works

24年9月に国際物流事業者向けのプラットフォームサービス「Shippio Works」を提供開始
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これまでは荷主企業を起点に物流事業者を招待するのみだったが、
物流事業者を起点に荷主企業・物流事業者の招待も可能に

プラットフォームの拡大によるネットワーク効果の加速
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物流事業者から荷主を招待可能になることで、ネットワーク効果が強化。
より多くの企業が利用するプラットフォームへ急成長中

Shippio Works リリース4ヶ月で100アカウントを突破
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「Forwarder-PRO」と連携して、国際物流事業者のシステムを一気通貫でデジタル化
今後も連携システムを拡充を予定

連携事例：Forwarder-PRO（関西総合システム）

• 「Forwarder-PRO」システム内にShippio Worksのデータ連携フォーマットを搭載することで、「Forwarder-PRO」に登録された受発注案件（船積
み案件）をワンクリックでShippio Worksにアップロードできるように

• これにより、国際物流事業者の基幹業務は「Forwarder-PRO」、荷主向けの業務コミュニケーションの情報提供は「Shippio Works」と一元管理し、
よりスムーズな国際物流サービスのご提供が可能に

• 今回のデータ連携フォーマット搭載を皮切りに、両社は今後も国際物流に携わる企業がより利便性高く、業務を効率化できるよう、将来的にはAPI連
携も視野に入れ連携を強化
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多岐にわたる輸送ルートや膨大な書類業務に対し、補助金も活用し、
動静管理とコミュニケーションを可視化・効率化することで、大幅な業務改善を実現

事例：オーヤマ株式会社（アイリスグループ商社）

URL：https://service.shippio.io/case/ohyama

導入の背景・経緯

導入の効果

今後の展望

• アイリスグループでは、年間約1,000アイテムの新商品がリリースされ、輸送ルートや仕入れ先が増え続けた結果、書類処理
や本船動静確認が極めて煩雑化していた

• 自社で基幹システム機能を追加しようとしたが専門知識が不足し、開発は難航

• 1日2回の動静自動更新で正確な情報が得られ、複雑なトランシップにも対応が容易になった
• 「Partner Connect」を通じて海貨業者、外部倉庫、他部署とクラウド上で連携できるようになり、出港前から通関準備な

どを進められるようになった
• Excelでの作業も改善され、必要なデータの抽出や加工が効率化されたほか、貨物遅延やダメージの情報を蓄積・分析し、
輸送品質向上に役立てられるようになった

• 過去のデータを基に発注タイミングや季節要因の遅延リスクを把握し、船足の長い航路や地方港の活用を検討するなど
リードタイムとコストの最適化を図る

• 既存システムとクラウドサービスを併用し、不足部分を補完する柔軟なアプローチで徐々に導入範囲を拡大していく

貿易PF補助金活用

https://service.shippio.io/case/ohyama
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人手不足やコロナ禍で働き方が大きく変わる中、Shippio導入によって
従来の煩雑な連絡・調整業務を集約・削減し、コア業務に注力できる環境を構築

事例：株式会社明治フードマテリア（明治グループ商社）

URL：https://service.shippio.io/case/meijifm-2

導入の背景・経緯

導入の効果

今後の展望

• 「高齢化」「人手不足」により、知識継承や業務量の負担が深刻化
• コンテナドレー確保や本船動静確認に朝から晩まで追われていた
• コロナ禍で在宅勤務やペーパーレス化が進み、従来の働き方を見直す必要性が高ま
る

• 本船動静を含む調整負荷が減り、コンテナドレー確保がスムーズになったことで、コア
業務（分析・企画）に割ける時間が増えた

• メールやFAX、電話など複数の媒体で発生していた連絡業務がShippioのクラウド管
理に集約され、作業時間が大幅に削減された

• Shippio導入後、月間で担当者一人当たり16～33時間の業務削減を達成し、処理
できる船積み案件数が増加

• 2024年5月から「Any Cargo」も導入し、アウトソーシングではなくユーザー自身がコ
ントロールタワーとして業務全体を指揮する体制を強化

• Excelとの二重管理を解消し、Shippioだけで完結できる運用を目指す

Shippio導入時のフロー

https://service.shippio.io/case/meijifm-2
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自動トラッキングと書類管理・チャット機能により、案件管理の手間を大幅に削減し、
コミュニケーションの効率化とDX推進を同時に実現

事例：福山通運グローバル株式会社

URL：https://service.shippio.io/case/fukuyama-transporting

導入の背景・経緯

導入の効果

今後の展望

• コンテナ需給の逼迫・運賃高騰・遅延が続き、荷主の要望で本船スケジュールを正確
かつ迅速に把握する必要が高まった

• 従来は本船動静のチェックやメール・FAXでの書類管理に1人あたり月10〜20時間も
費やし、情報が担当者間で分散していた

• 本船スケジュールの自動トラッキングにより、1日30分〜1時間の確認作業が不要となり、
担当者ごとの業務時間が月10～20時間削減

• テンプレートの一括アップロード機能やチャット機能の活用で、情報共有の煩雑さが解
消し、社内コミュニケーションの効率が大幅に向上

• 若手社員からデジタルネイティブらしい改善提案が増え、ベテランとの連携を通じて業
務の標準化と生産性向上が加速

• 東京支店での運用ノウハウを確立し、他拠点や親会社・取引先も巻き込んだ全国展
開を目指す

• DX化された国際物流プロセスを軸に、新たなビジネスチャンスの創出やサービス品質の
さらなる向上を図る

https://service.shippio.io/case/fukuyama-transporting
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貿易書類をShippioにアップロードするだけで、自動で構造化データ化して、他システム連携を容易に

新機能（予定）：貿易書類のAI-OCR

※2025年 春頃実装予定。初期リリースはB/Lのみの対応、順次 A/N、輸入許可書の対応を検討

貿易書類の
アップロード
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